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皮 膚科 領域 にお け る Cefazolin の使 用経験

渡辺昌平

天理病院皮膚科

緒 言

Cefazolin(CEZ)はCephalosporim aoremoninm

が生産 するCephalosporin Cか ら得 られた新Cepha-

losporin誘 導体であるが,皮 膚科領域 の感染 症 に 使用

す る機会 を得たので,こ こにその結果を報告す る。

治 療 対 象

治療対象は天理病院皮膚科外来を訪れた患者24例 で,

その内訳は癌6例,癖 腫症3例,癰1例,蜂 窩織炎1

例,毛 嚢炎1例,凛 疽1例,火 傷二次細菌感染4例,炎

症粉瘤2例,炎 症粉瘤+痛 腫症4例,リ ソパ腺炎1例 の

計24例 であつた。 この中,火 傷二次感染 の1例 には リン

パ管炎を,火 傷二次感染 の2例 及び炎症粉瘤の1例 には

それぞれ所 属 リソパ腺炎を合併 していた。

投与方法及び用量

皮虜科領域 におけ る感染症は主 として外来 で取扱 う疾

患が多い理 由か ら,本 剤を外来治療で用いた場合にいか

なる効果を示すか とい う事 に重 点 を 置 い た。 した がつ

て,外 来患者に1日1回1g筋 注す ることに よつ て,そ

の効果を見た。例外 として,No.17症 例(火 傷 二 次 感

染)の みは発熱著 しいため入院 させ て観察 したが,薬 剤

の投与方法及び用量 は他の外来症例 と同様に取扱つた。

投与期 間は2～6日 で,総 量は2～6gで あつた。

なお,Cefazolin投 与前には,培 養に よつ て 菌 の種

類 を同定 し,各 種抗生物質に対す る感受性検査を間接法

によつて測定 した。

臨 床 成 績

効果 の判定 は,自 然経過 との判別,即 ち,自 然排膿に

よる輕快との鑑別が必ず しも容易でない こと,ま た症状

が複雑な際は,た とえば リソパ管炎 と合併 した症例な ど

は合併症 と原化膿病巣 との治癒状態が異つ た態度を示 し

た りす ることか ら画一的な基準 を設定す ることが難か し

い。 しか し,一 応,2～6日 の使用で,ほ とんど治癒の

状態に至 りその後再燃が見 られなかつた ものを 「著効」,

著 しい改善 を見た ものを 「有効」,症 状の一部に改善を

見た ものを 「やや有効」,上 記 の治療期間中,全 く改善

が見 られないか,ま たはかえつ て増悪 し他の治療(例 え

ば切開)な どに切換え ざるを得 なかつた ものを 「無効」

とした。

併用療法 は,本 剤 自身の効果を よ り確実に把握す るた

め,可 及的に避けた。外用軟膏 も本剤の効果 にほとん ど

影響を及ぼさない と思われ る様な もののみに限局す る様

努めた。

臨床成績の詳細は第1表 に示す ごと くである。 なお,

これを総括 した ものが第2表 である。

疾患 として,癖 及び癒腫症 が多 くを 占 め,9例 を数

え,次 いで炎症粉瘤及び これに癌腫症を合併 した症例が

6例,火 傷の二次細菌感染 が4例 で,他 の癰,蜂 窩織

炎,毛 嚢炎,凛 疽 などは各1例 を経 験 した の み で あつ

た。第2表 の如 く,著 効,有 効を合算 した有効率 は62。5

%を 示 した。やや有効を も加 算す るとすれば87.5%と な

る。

検 出菌 はStaphylococcus aureus 13例,Staph.

epidermidi 33例,Proteus mirabilis 1例,Klebsiella

1例 であつた。検 出菌 と治療成績 との関係は第3表 に示

す ごと くで,Staph.aureusが 最も多数を 占めるが,治 療

効果 もこの菌に よる症例には優れ てお り,著 効,有 効を

合算 した有効率は76.9%を 示 した。ProteusやKleb-

sfellaを 検出 した症例では余 り優れ た効果は見られ なか

つた。

検出菌の感受性検査では,Staph.aureus,Staph.epid.

ともに,一 部にPenicillin,Erythromycinな どに耐

性 を見るのみで,大 部分は各種抗生 物 質 に 感受 性 を示

し,特 にCephaloridineに は全菌株が感受性を示 した。

代 表 症 例

症例2 ; , 18才, 女

病名;蜂 窩織炎

病歴及び治療経過;数 日前か ら右 前腕 に発赤,腫 脹を

来た し,激 痛 に耐え られ ぬとて来院。 同部 に手掌大以上

の発赤,腫 脹 を認め,局 所熱 は上昇 し,圧 痛 を認め る。

一部には排膿 を認め る。所属 リソパ腺の腫大,発 熱は見

られない。Erythromycin 1日1200mg3日 間内服せ
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第1表 臨 床 成 績 の 一 覧
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しめた が,全 く無 効 で,疹 痛 は 増強 す るの み で あ る。 排

膿 を培 養 した処,Staph.aureusを 検 出,感 受 性 テ ス

トで は,一 応 第 一表 の ご と く各 種 抗 生 物 質 す べ て に感 受

性 を示 した。 治 療 をCefazolin注 射 に切 換 え,1日19

轡筋 内注 射 し,毎 日通 院 せ しめ た処,翌 々 日来 院 時,郎

ち2g投 与 後,疹 痛,排 膿,発 赤,腫 脹 は 急 速 に 減 少

し,3g投 与 後 で は極 め て 僅 か を の こす の み と な つ た｡

5g投 与 し,一 応治 療 を終 え,更 に2日 後 に来 診 せ し め

た時 点 で は全 く治癒 状 態 とな り,切 開 を 必要 とせ ず 治 癒

せ しめえた。その後,再 発 を見ない。

副 作 用

不慮の事故を避ける意味 で,一 応 全 症 例 と も使 用前

に,CEZ300mcg(力 価)含 有 の生理食塩液を0.02ml

上脾皮内に注射 して皮内反応を見たが,注 射後15分,膨

疹 直径6mm以 上,ま たは発赤直径20mm以 上 を 陽性

とする仮基準では陽性 例を認め得なか つた 。したがつて,

いずれ の症例 も直ちに治療に移つたが,ショ ック症状は

勿論 のこと,そ の他 の副作用 と思われ る症状は認め得な

かつた｡

我 々の症例では,外 来使用で,治 療期間 も短期間の も

のが大部分であるため,特 に副作用の点 では余 り考慮を

払 うよ うな重篤な症状は見 られないのが当然 とはいえ,

1,2の 症 例で行 なつた一般検血,肝 機 能 検 査で も変化

は全 く見 られなかつた。

ただ,こ こに副作用 とは言い難 いか もしれないが,注

射用の抗生物質は注射部位の局所疼 痛の問題がある。我

々は全症例に使用に さい して,0.5%Lidocaine液 に

溶解 して筋注 した。

その結果,局 所の疼 痛を訴えた ものは,男2例,女5

例の計7例 であつた。

総 括 及 び 考 按

Cefazolinを 皮膚科領域の諸疾患に使 用す るに当たつ

て,当 初次 の様な諸点を考えた。皮膚感染症 の治療は主

として外来で行なわれ るものであつて,入 院治療は例外

的である。従つて,治 療効果を見 る際に も,外 来で行な

い うる様 な形式に従 うべきである。 これらの点を勘案 し

て,1日1回1g筋 注,期 間 も患者の通院出来 る可能性

の多い6日 以内 とした。 次に,薬 剤が注射 のため,"Pt

ックその他 の副作用,注 射時 の局所疼 痛な どに も重点を

おいた。副作用は幸いに して,我 々の使用量 では全 く見

られず,シ ョック等の症状 も見 られなかつた。局所疼 痛

は一部の症例で訴え られたが,こ れ らは注射用抗生物質

の宿命 であ り,他 剤 との比較が問題 となろ う。女性に訴

第2表 臨床成績の総括表

第3表 検出菌別治療成績
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えが多かつた点,ま た男性症例 でも個人差があ り,本 剤

で訴えのある症例では他剤注射の場合に も疼痛 を強 く表

現す る傾 向が見 られた。

次に,外 来治療,即 ち,1日1回 の注射 で皮膚感染症

を押さえ うるだけの血 中濃度が保て るかの疑問があつた

が,一 応上記の方法で著効11例,有 効4例,や や有効6

例,無 効3例 の臨床成績 を得た。

疾患別,検 出 菌 との 関係 な どを 一 覧すればStaph.

aureusに よる癖,〓,蜂 窩織炎,リ ンパ管炎,リ ンパ

腺炎 などには著 しい効果が期待 出来 る よ うで あ る。但

し,〓 な どで も膿瘍化 ししか も仲々自然排膿が起 らない

よ うな症例では(No.20),無 効の こともあ り,か か る症

例では切開をすべ きであろ う。〓 疽の1例 では余 り効果

が認め られ なかつたが,こ れは多分に爪下 とい う解剖学

的な原因 も加わつていると思 わ れ る。毛 嚢炎,炎 症粉

瘤,お よび炎症粉瘤に〓腫症を合併 した症例では,い ず

れ も芳 しい効果が見られなかつた。 これ らの疾患では多

分 に体質的な要素 も加味 されている処か ら,尋 常性座瘡

などと同様に,化 膿菌感染以外 の諸要素が複雑に入 り組

んでい るため と思われ る。

火傷(第2度)の 二次細菌感染においては著効を示す

もの と,余 り効果の見 られない ものの2者 に分れた。火

傷の深さの程度,二 次感染の細菌の種類 などに よつて当

然その差が出て くるもの と思われ る。

結 語

天理病院皮膚科 外 来 を訪 れ た24例 の 皮 膚感 染症 に

Cefazolinを 使用 した結果について報告 した。副作用は

注射部位の局所疼痛 を一部に見たのみで,他 には全 く認

め得 なかつた。

CLINICAL STUDIES ON CEFAZOLIN 

IN DERMATOLOGICAL FIELD

SHOHEI WATANABE 

Department of Dermatology, Tenri Hospital

Clinical observation on Cefazolin, a new antibiotic developed in Japan, were performed in our clinic. 

Twenty-four cases of pyogenic skin disorders were treated with Cefazolin, which was given to the 

patients at a daily dose of 1 g. intramuscularly for two to six days. The therapeutic effects were 

as follows : 

Eleven cases showed a satisfactory response, 4 cases a good, 6 cases, a fair and 3 cases a poor 

response. Thirteen strains of Staph. aureus, 3 strains of Staph. epidermidis, and each one strain 

of Proteus mirabilis and Klebsiella were isolated from the patients. The patients with the latter bacilli 

showed a poor response. No remarkable side effects were seen.


